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気象庁における「九州」の地域区分

 「九州南部」に属する
鹿児島県は、鹿児島
県の本土と種子島、
屋久島

 「奄美地方」は、奄美
群島とトカラ列島
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2019年の天候のトピックス
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世界の年平均気温は統計開始（1891年）以降、
２番目の高温。日本では統計開始（1898年）以降
、最も高温。

九州北部地方、九州南部、奄美地方、沖縄地方
の冬（2018年12月～2019年２月）は、統計開始（
1947年）以降、最も高温。

九州北部地方の梅雨入りが統計開始（1951年）
以降、最も遅い。沖縄地方の梅雨明けが統計開
始（1951年）以降、最も遅い。
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世界、日本の年平均気温は上昇

世界の年平均気温は、
100年あたり0.74℃の
割合で上昇（地球温暖
化の影響+エルニーニ
ョ現象等の影響）
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統計期間：1891～2019年

日本（国内15地点平均
）の年平均気温は、
100年あたり1.24℃の
割合で上昇

統計期間：1898～2019年

近年の５年間は顕著
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九州、沖縄の冬平均気温は上昇

九州・山口県の冬平均
気温は、100年あたり
1.52℃の割合で上昇
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統計期間：1898～2019年

沖縄地方の冬平均気
温は、100年あたり
0.95℃の割合で上昇

統計期間：1898～2019年
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冬は寒気の南下が弱かった
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上空の偏西風は
平年より北を流れ
、寒気の流れ込み
が弱く、暖かい空
気に覆われやす
かった

2019年冬の大気の流れの模式図（西日本）
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（参考）2020年１月は記録的な高温
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梅雨前線の北上が遅れた

8

上空の偏西風は
平年より南を流れ
た（エルニーニョ現
象が関連していた
可能性がある）

2019年６月６日～22日の大気の流れ
（７月上旬も同様の状況）

太平洋高気圧の
北への張り出しが
弱く、梅雨前線の
北上が遅れた
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夏に「大雨特別警報」を２回発表

令和元年7月20日

長崎県の五島と対馬に
「大雨特別警報」を発表
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令和元年８月28日

佐賀県、福岡県及び
長崎県に「大雨特別警
報」を発表
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湿った空気が流れ込みやすかった

上空の偏西風は朝鮮半島
付近で平年より南側を流
れ、日本付近には冷たい
空気が流れ込んでいた
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日本付近は太平洋高気圧
の周囲を回る湿った空気
が流れ込みやすかったこ
とや前線が顕在化し、活
動が活発な状態になって
いた

2019年８月下旬の大気の流れ
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終わりに（URLの紹介）
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福岡管区気象台、沖縄気象台のホームページ
に「2019年の天候」をまとめた資料を掲載して
いますので、ご参照ください。

福岡管区気象台（九州北部地方）

https://www.jma-

net.go.jp/fukuoka/gyomu/oshirase/houdou_20200106.pdf

沖縄気象台（沖縄地方）

https://www.jma-

net.go.jp/okinawa/data/tenkou/2019/tenkou2019.pdf


